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研究成果の概要（和文）：我々は血液／喀痰中硫化水素濃度測定が、喘息の難治化に関与する好中球性炎症の指
標となることを発見した．そこで、呼気硫化水素濃度（FeH2S）測定器を独自に開発し、健常者11名、喘息患者
86名に測定した．喘息患者のFeH2Sは健常者より有意に高く、喀痰好中球割合と有意な正の相関を示した．更
に、コントロール不良喘息患者や前年度増悪発症喘息患者でFeH2Sが有意に高値を示し、一秒量の経年的低下と
の間には負の相関傾向を認めた．以上より、FeH2S測定は簡便かつ鋭敏で非侵襲的な好中球気道炎症の指標とし
て、更に喘息のコントロール状態、増悪や経年的呼吸機能低下の予測指標として利用できる可能性が示唆され
た．

研究成果の概要（英文）：We found serum and sputum hydrogen sulfide in asthma could be a useful 
biomarker for neutrophilic airway inflammation, which may be associated with refractory asthma. We 
developed a novel device for measuring fractional exhaled hydrogen sulfide (FeH2S) levels and 
evaluated the usefulness of FeH2S as a marker for predicting refractory asthma. We enrolled 11 
healthy subjects and 86 asthmatics. FeH2S levels in asthmatics were significantly higher than those 
in healthy subjects and showed a significant positive correlation with sputum neutrophils. 
Furthermore, FeH2S was significantly higher in asthmatics either with poorly controlled or 
exacerbations in the previous year. Additionally, there was a trend correlation between annual 
decline in FEV1 and FeH2S. These findings suggest FeH2S could be a simple and non-invasive biomarker
 of neutrophilic airway inflammation, and provide useful information on predicting asthma control 
status, risk of exacerbation, and annual decline of lung function.

研究分野： 呼吸器病学

キーワード： 硫化水素　呼気ガス分析　呼気硫化水素　呼気一酸化窒素　気管支喘息　喘息コントロール　急性増悪
　経年的呼吸機能低下

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
喘息の病態生理学的特徴である気道炎症にはフェノタイプがあり、中でも好中球性炎症優位型喘息は治療反応性
や予後が不良であることが明らかになってきた．我々は簡便かつ非侵襲的に好中球性気道炎症をモニタリングす
る指標として呼気硫化水素濃度（FeH2S）測定器を新たに開発し、特許を取得すると共に、喘息の疾患活動性と
FeH2Sが関連することを明らかにした．今後、喘息に関しては、他の疾患活動性バイオマーカーと組み合わせる
ことで、更なる良好なコントロールが得られることが期待される．加えて、慢性閉塞性肺疾患、肺炎など多くの
好中球炎症性呼吸器疾患の活動性をモニタリングする指標として広く応用できる可能性も期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 気管支喘息（以下、喘息）は慢性気道炎症を背景に変動性気道狭窄と気道過敏性亢進をきたす疾
患である．近年、喘息の気道炎症には多様性があり、好酸球優位型、好中球優位型、顆粒球寡少型と
いったフェノタイプに分かれ、治療反応性や予後と関連する事、中でも好中球優位型喘息は治療反応
性に乏しく重症化しやすい事が明らかになってきた．しかし、これまで好中球性気道炎症をモニターす
る有用なバイオマーカーは存在しなかった．我々は、血清・喀痰硫化水素（H2S）濃度が喘息・COPD 患
者で上昇し、好中球性気道炎症と関連することを発見した．しかし、検体採取や測定方法が煩雑で、
実用化が困難であった．そこで、呼気 H2S 濃度（FeH2S）をリアルタイムに測定する機器を世界で初めて
開発し、2019 年に特許を取得した．Preliminary な検討では、喘息患者における呼気 H2S 濃度は血清や
喀痰と同様の関連を示すことが分かった．  
 
２．研究の目的 
 リアルタイム呼気 H2S 濃度測定が、喘息の気道炎症フェノタイプを分類し、喘息の難治化、コントロー
ル不良状態、喘息増悪の予測指標として利用可能かを検証した．  
 
３．研究の方法 
対象：健常者および福島医大呼吸器内科通院中の喘息患者に対して以下の測定をエントリー時およ
び 9～12 か月後に行った． 
①リアルタイム FeH2S 濃度測定 
呼出圧 15mmHg、呼出流速 50ml/s にて 8～10 秒間呼出し FeH2S 濃度を測定する．これを 2～3 回繰り
返し、測定誤差±10%以内での平均値を FeH2S 濃度測定値として採用した． 
②呼気一酸化窒素濃度（FeNO）測定 
本邦ガイドラインで標準化された方法に従い、NIOX VERO（Circassia, Sweden）を用いて FeNO 値を測定
した（タイプ２炎症バイオマーカーの手引き 2023）． 
③呼吸機能検査 
呼吸機能測定器（CESTAC 11; Chest MI, Japan）を用いて 3 回測定し、最良値を測定値とした．  
④喀痰検査 
自然喀出痰または 5%高張食塩水吸入による誘発痰を処理した．処理方法は標準法（Pizzichini E, et al. 
Am J Respir Crit Care Med 1996）に従って行った．得られた喀痰上清は、既報（Saito J, et al. Thorax 2014）
に従って処理し、-80℃の冷凍庫にて保存した．同時に、細胞分画のカウントも行った． 
⑤喘息関連質問票 
Asthma control test (ACT)、Asthma control questionnaire (ACQ)による喘息コントロール評価を行った． 
 
４．研究成果 
（１）患者背景 
健常者 11 名、喘息患者 86 名に対して評価を行った．喘息患者の内訳は、軽症持続型 35 名、中等症
持続型 18 名、重症持続型 33 名であった．患者背景では、年齢、性別、身長、体重、喫煙歴には有意
差を認めなかったが、末梢血好酸球数は健常者よりも喘息患者で優位に高値であり、一秒量（%予測
値）、一秒率は有意に低値であった（表１）． 
（２）健常者および喘息患者における FeH2S 濃度の検討 
健常者（78.3±9.91 ppb）と比べて喘息患者（113±28.5 ppb）では有意に FeH2S 濃度が高値であった（図１）．
気道炎症細胞分画で分けて FeH2S 濃度を比較検討したところ、好中球優位型（138±23.0 ppb）、混合
型（好酸球＋好中球上昇）（125±14.2 ppb）は好酸球優位型（101±29.1 ppb）と比べて有意に FeH2S 濃
度が高かった（図２）． 
（３）健常者および喘息患者における FeNO 濃度の検討 
健常者（24.1±14.5 ppb）と比べて喘息患者（67.1±67.6 ppb）では有意に FeNO 濃度が高値であった（図
３）．気道炎症細胞分画で分けて FeNO 濃度を比較検討しても有意な差は認められなかった（図４）． 
（４）FeH2S 濃度および FeNO 濃度と喀痰細胞分画との相関 
FeH2S 濃度は喀痰好中球割合と有意な正の相関関係を認めた（r=0.57, p<0.001）（図５）．一方、FeNO 濃
度は喀痰好酸球割合と有意な正の相関関係を認めた（r=0.477, p<0.001）（図６）．このことから、FeH2S は
好中球性気道炎症の、FeNO は好酸球性気道炎症の指標となる可能性が示唆された． 
（５）FeH2S 濃度と喘息コントロール指標との関連 
FeH2S 濃度は喘息重症度とは関連を認めなかったが（図７）、喘息コントロール不良群では良好群と比
べて有意に FeH2S 濃度が高値であった（図８）．更に、過去 1 年間に増悪があった対象はなかった対象
に比べて有意に FeH2S 濃度が高値であった（図９）．しかし、FeH2S 濃度と患者登録後 1 年間の増悪頻
度には有意な関連は認められなかった．FeH2S 濃度と吸入ステロイド量の間に有意な相関関係は認め
られなかったが（図１０）、FeH2S 濃度は 6 か月間の一秒量の変化量とは負の相関傾向を認めた（r=-0.30, 
p=0.07）（図１１）．以上より、FeH2S はコントロール不良状態や増悪を予測する指標となる可能性が示唆
された． 
（６）FeNO 濃度と喘息コントロール指標との関連 
FeNO 濃度は喘息重症度（図１２）、喘息コントロール状態（図１３）、過去 1 年間の増悪（図１４）との間に
関連は認められなかった．更に、FeNO は 6 か月間の一秒量の変化量との間にも関連は認められなか
ったが（図１６）、吸入ステロイド量との間に有意な正の相関関係を認めた（r=0.26, p=0.03）（図１５）．以



上より、FeNO は吸入ステロイド反応性の指標として有用であることが分かった．  
 
 以上の結果から、リアルタイム FeH2S 測定システムは、簡便かつ鋭敏で非侵襲的な好中球気道炎症
の指標として、更に喘息におけるコントロール状態、増悪や経年的呼吸機能低下の予測指標として利
用できる可能性が示唆された． 
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 １．発表者名

 １．発表者名

鈴木康仁, 斎藤 純平, 伊東 慶介, 植木 重治, 力丸 真美, 福原 敦朗, 佐藤 俊, 谷野 功典, 柴田 陽光

力丸真美, 斎藤 純平, 福原 敦朗, 鈴木 康仁, 二階堂 雄文, 谷野 功典, 柴田 陽光

長瀬 洋之, 岩永 賢司, 田中 明彦, 斎藤 純平, 鈴川 真穂, 原田 紀宏, 小林 このみ, 増子 裕典, 町田 健太朗, 相良 博典, 檜澤 伸之,
井上 博雅, 中村 裕之, 東田 有智, 大田 健

長瀬 洋之, 岩永 賢司, 田中 明彦, 斎藤 純平, 鈴川 真穂, 原田 紀宏, 小林 このみ, 増子 裕典, 町田 健太朗, 相良 博典, 檜澤 伸之,
井上 博雅, 中村 裕之, 東田 有智, 大田 健

 ４．発表年

好酸球性肺炎における血清・BALF中のガレクチン10濃度と臨床所見との検討

咳モニター(LCM)による客観的咳嗽頻度に基づいた咳VASの最小重要差(MID)の検討

喘息の多様性と寛解　Type 2 low喘息の多様性　クラスター解析による亜集団の同定

喘息の多様性と寛解　喘息の臨床的寛解達成はその後の1秒量経年低下抑制と関連しない

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

The 12th International conference on the Biology, Chemistry and Therapeutic Applications of Nitric Oxid（招待講演）（国際学
会）

Congress of Interasma Japan / North Asia（国際学会）

第8回総合アレルギー講習会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第72回日本アレルギー学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

小林 このみ, 長瀬 洋之, 岩永 賢司, 田中 明彦, 原田 紀宏, 辻口 博聖, 増子 裕典, 斎藤 純平, 鈴川 真穂, 町田 健太朗, 植木 重治,
相良 博典, 檜澤 伸之, 井上 博雅, 中村 裕之, 東田 有智, 大田 健

気管支喘息(成人):病態生理　喘息患者のFEV1経年低下予測因子としての血清Galectin-10値の有用性

Concomitant use of hydrogen sulfide (H2S) and fractional exhaled nitric oxide (FeNO) as biomarkers of airway inflammation in
asthma.

Association between efficacy of Dupilumab and type 2 biomarkers in severe asthmatic patients in Fukushima Medical university
Hospital.

喘息治療 Up to Date ～３剤配合剤吸入薬の実臨床での位置づけ～

Saito J.

Saito J, Rikimaru M, Suzuki Y, Saito M, Watanabe N, Kawamata T, Morimoto J, Togawa R, Sato Y, Minemura H, Nikaido T,
Kanazawa K, Tanino Y, Shibata Y.

斎藤純平



2022年

2022年

2022年

2022年

第62回日本呼吸器学会学術講演会（招待講演）

第62回日本呼吸器学会学術講演会（招待講演）

第24回日本咳嗽学会学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

Severe Asthma Meeting in Saga（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

原因疾患に基づく慢性咳嗽診療～ゲーファピキサントの位置づけを考える～

バイオマーカーを用いた喘息管理と生物学的製剤への最適なアプローチとは？

症状から考える生物学的製剤の最適なアプローチとは？～痰・息切れの観点を中心に～

喘息の診断・管理における呼気NO測定の解釈 Up to date.

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東海喘息研究会（招待講演）

リフヌアWEBセミナー（招待講演）

GSK Asthma Web Seminar（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

 ３．学会等名
令和4年度福島県アレルギー疾患講座（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

最新の喘息診療を読み解く～喘息予防・管理ガイドライン2021より～

非侵襲的モニタリング法を用いた喘息診断・管理への展望～呼気NO、硫化水素、咳嗽モニタリングなど～

難治性慢性咳嗽の治療に対する新たな一手～ゲーファピキサントの位置づけ～

喘息治療における吸入薬の使い分け～シングル？デュアル？トリプル？～

 １．発表者名

 １．発表者名

斎藤純平

斎藤純平



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

和歌山呼吸器/病診連携の会（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

 ３．学会等名

Kyorin Web Salon（招待講演）

Kyorin Asthma webinar in 福島（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原因疾患に基づく慢性咳嗽へのアプローチ ～新薬ゲーファピキサントへの期待～

喘息診療における呼気NOの使い方

咳嗽という観点から見た喘息診療 ～喘息でしつこい咳嗽が残っていたら？～

難治性慢性咳嗽の治療に対する新たな一手 ～ゲーファピキサントの位置づけ～

リフヌアWEBセミナー（招待講演）



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Novartis Web Seminar 2022（招待講演）

TOHOKU Cough Expert Meeting（招待講演）

TRELEGY200 Anniversary National Conference（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

難治性慢性咳嗽の治療に対する新たなアプローチ ～リフヌアの患者像を探る～

咳嗽という観点から見た喘息治療 ～咳モニターの結果からSITTの位置づけを考える～

重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略.

重症喘息治療Update ～費用負担と併存症を踏まえた抗体製剤の使い方～

 １．発表者名

 １．発表者名

岩手県南中部地区ZOOM講演会（招待講演）



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第30回呼吸ケア・リハビリテーション学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福島県アレルギー市民公開講座（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

AIRWAY Meeting（招待講演）

Asthma Live Seminar in Fukushima（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

大人の「ぜんそく」～どんな検査をするの？／どんな治療をするの？～

デュピクセントが切り開く新たな重症喘息治療～生物学的製剤をどう選択するか～

これだけはおさえておきたい！～喘息の吸入療法～

喘息診断・管理におけるType2炎症マーカーとしての呼気NO測定意義

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東北レルベアWEB講演会（招待講演）

IgE Forum 2021（招待講演）

Fukushima Allergic Seminar（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

米沢市医師会学術講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

良好な喘息コントロールを得るために必要な抗炎症療法とそのモニタリング

Type2炎症のバイオマーカーを用いた重症喘息治療への取り組み．～当科における生物学的製剤の治療成績を含めて～

福島県内のアレルギー診療充実に向けて

これだけはおさえておきたい！～気管支喘息の診断と治療～

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

重症喘息治療を考える会 in 福島（招待講演）

Asthma Forum in East Saitama（招待講演）

第2回日本喘息学会総会学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

第44回日本呼吸器内視鏡学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Type2炎症のバイオマーカーを用いた重症喘息治療への取り組み．～トリプル製剤と生物学的製剤のポジショニング～

喘息におけるnon-type2炎症の病態と 期待されるバイオマーカー

呼気ガスを用いた気道炎症の評価法

好酸球の視点から見る重症喘息の治療戦略

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
GSK Asthma Web Seminar（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回西横浜喘息・COPD懇話会（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

Sanofi Asthma Treatment Strategy Forum WEB（招待講演）

第70回日本アレルギー学会学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

喘息の長期管理において吸入薬をどう使い分けていくか？～デュアル製剤か？トリプル製剤か？～

重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略

閉塞性肺疾患における好中球性炎症のバイオマーカー

喘息の吸入薬の選択～デュアルとトリプルどちらを選択するか？～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回多摩重症喘息治療研究会（招待講演）

第80回日本公衆衛生学会総会

27th World Allergy Congress/ 69th Japanese Allergy Congress（招待講演）（国際学会）

斎藤純平

斎藤純平

Saito J.

斎藤純平

GSK Web講演（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略

Pep Upにおけるアンケートとレセプトデータによる新規研究手法：咳嗽に関する研究から

Anti-inflammatory therapy and its monitoring in asthma.

喘息を上手にコントロールするための抗炎症療法とそのモニタリング

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回日本喘息学会総会（招待講演）

AIR way WEB講演（招待講演）

第63回アレルギーフォーラム（招待講演）

 ３．学会等名

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

サノフィ重症喘息講演会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

重症喘息におけるType２炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の効果予測

喘息の気道炎症に基づいたバイオマーカーによる管理の実情と展望．

重症喘息におけるDupilmubの効果

バイオマーカーを用いた喘息診断の有用性

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Asthma & Atopic Dermatitis Seminar（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回日本アレルギー学会総会（招待講演）

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

Asthma Expert Seminar in Okayama（招待講演）

GSK severe asthma WEB seminar（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

気管支喘息における抗炎症療法とそのモニタリング

Type２炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の使い方

好酸球性炎症に注目した重症喘息の治療戦略～メポリズマブの長期エビデンスを踏まえて～

Type２炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の使い方

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Meet The Expert Asthma Online Seminar（招待講演）

Annual Congress of European Respiratory Society（国際学会）

Annual Congress of European Respiratory Society（国際学会）

斎藤純平

Uematsu M, Saito J, Sato S, Fukuhara A, Suzuki Y, Rikimaru M, Tomita H, Watanabe N, Umeda T, Kawamata T, Togawa Y, Sato Y,
Minemura H, Nikaido T, Kanazawa K, Tanino Y, Shibata Y.

Suzuki Y, Saito J, Rikimaru M, Uematsu M, Fukuhara A, Sato S, Kawamata T, Togawa Y, Sato Y, Nikaido T, Fukuhara N, Tanino Y,
Shibata Y.

Saito J, Fukuhara A, Birring SS, Sato S, Uematsu M, Suzuki Y, Rikimaru M, Watanabe N, Saito M, Kawamata T, Umeda T, Togawa
R, Sato Y, Hirai K, Minemura H, Nikaido T, Kanazawa K, Tanino Y, Munakata M, Shibata Y.

Annual Congress of European Respiratory Society（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

重症喘息におけるType２炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の効果予測

Usefulness of fraction of exhaled nitric oxide and asthma management questionnaires in predicting a future risk of asthma
exacerbation.

Clinical application of sputum hydrogen sulfide and YKL-40 in Asthma, ACO and COPD.

Clinical characteristics of cough frequency patterns in patients with and without asthma.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Respiratory Symposium in Akashi（招待講演）

スウェーデン大使館重症喘息会議（招待講演）

第59回日本呼吸器学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

斎藤純平

Scientific Exchange Meeting in AZtirum（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

重症喘息と生物学的製剤．

COPDにおける硫化水素測定の意義

咳嗽モニタリングは気管支喘息の新たな診断・管理指標となるか？

咳嗽症状に注目した喘息・咳喘息の診断と治療へのアプローチ～呼気NOを中心に～

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第1回南東北IgEフォーラム（招待講演）
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